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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本と韓国において変化を遂げるコーポラティストガバナ

ンスのダイナミクスに関する経路依存分析を進めることを目的とする。そのために、政府、資

本家、労働者という 3 主体が、産業平和（industrial peace）の構築に向け互いの利害対立を調

整する合意に至る場合の様々な組織的介入経路の比較を行う。また、コーポラティスト理論を

打ち出すことにより、最終的には、韓国および日本の政治経済の文脈において国家と社会を調

停する学術的取組みの強化を図る。

研究成果の概要（英文）：This research is undertaken to advance a path-dependence analysis
of the changing dynamics of corporatist governance in Japan and South Korea (hereafter,
Korea), comparing different paths of institutional intermediations where the tripartite
actors – government, capital and labor – come to an agreement for reconciling their own
interests towards the formation of industrial peace. By staking out the corporatist theory,
this research ultimately aims to reinforce scholarly efforts to mediate state and society in
the context of Korean and Japanese political economy.

交付決定額
（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

2009 年度 1,070,000 321,000 1,391,000

2010 年度 930,000 279,000 1,209,000

年度

年度

年度

総 計 2,000,000 600,000 2,600,000

研究分野：社会科学

科研費の分科・細目：社会学

キーワード：社会学、社会福祉学、政治学

１．研究開始当初の背景

(1)本研究プロジェクトの当初の動機として、
以下 3 つの研究課題を挙げた。
(i)第二次大戦後の 20 年間、激しい労働攻勢
が渦巻いたのにも関わらず、なぜそうした時
代が終焉を告げ、長きに渡る企業中心社会へ
と移行したのか。
(ii) 韓国は強力な国家(strong state)であるに

もかかわらず、ポスト民主化社会における労
働需要の発言力を抑えることに失敗し、労働
攻勢および産業平和の不安定さの長期化を
引き起こしたというのは真実か。
(iii)韓国のコーポラティスト調整の経路はな
ぜ、どのようにして、国家レベルの三者協議
のマクロコーポラティズム（企業レベルに根
ざすミクロコーポラティズムという日本の
経路とは正反対のパターンとされる）を軸に
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進化してきたのか。

(2)本研究では、産業平和を維持するために国
家が用いる、異なる(diverging)譲歩に焦点を
当てることにより、政策の譲歩と、その収穫
逓増(increasing return)ダイナミクスとの因
果関係を見出す。それにより、経路依存の連
鎖(sequence)のバリエーションが決定される。
経済的譲歩は、コーポラティストガバナンス
の経路依存の連鎖を促進する場合が多く（日
本）、一方、政治的譲歩は、経路形成の連鎖
を伴う可能性が高い（韓国）ことを論じる。

(3)また、日本と韓国のコーポラティスト組織
に関する歴史的考察では、近代国家構築の先
行条件から、民主化への移行および経済危機
という 2 つ重要局面までをカバーする。

２．研究の目的

(1)従来の説明では限界があることを踏まえ、
本研究では、韓国と日本でそれぞれ異なるコ
ーポラティストガバナンスの経路開発を比
較 す る こ と に よ り 、 反 事 実 的 視 点
(counterfactual views)に対する包括的な代
替案を提示する。そのために、経路依存理論
および所与の歴史的状況における国家、資本
家、労働者の横断的関係に基づく歴史的制度
論(historical institutionalism)の交点を高め
る。

(2)比較対象である両国のコーポラティスト
組織を巡る収穫逓増プロセスおよびその結
果を調査する事により、日本の政治経済は、
主に経済的譲歩により収穫逓増が生み出さ
れる経路依存ミクロコーポラティズムを示
しているのに対して、韓国の場合は、収穫逓
増が政治的譲歩により具体化される経路形
成マクロコーポラティズムを示していると
いうことを提示する。この 2 国が歴史的経路
の初期段階において、類似した国家コーポラ
ティズム様式を有していたという理解を踏
まえると、韓国と日本のコーポラティスト調
整の分岐に関する上記の考えは、より一層興
味深いものとなる。

(3)本研究は、研究書執筆プロジェクトであり、
西ヨーロッパにおけるオーソドックスなコ
ーポラティズムと比較した東アジアのコー
ポラティスト調整の変異形を明らかにし、そ
の歴史的発展をいくつか特定のパターンと
して一般化する。この目的のため、日本を初
の東アジアコーポラティスト政治経済ベー
スモデルとして取り上げ、韓国を日本の経路
依存連鎖と比較する。

３．研究の方法

(1)コーポラティストガバナンスの歴史的制
度論 経路依存の説明

本研究における分析枠組みの 1つ目の要素は、
経路依存連鎖の手法である。これにより、日
本と韓国における、コーポラティストガバナ
ンスの異なる経路および、それが産業の平和
構築に与えた影響を分析し、体系的に比較す
ることが可能である。政治的譲歩による収穫
逓増プロセスは、初期段階において何らかの
歴史的状況とともに始まる。そしてこの歴史
的状況が、以後の段階の経路依存の方向性と
強度を決定することになる。どのような政治
的選択が可能かを決定し、また労使関係
(industrial relations)の最初の輪郭を形作る
際には、先行条件が重要な役割を果たす。従
って、経路依存を特定するには、一連の歴史
的出来事に立ち返りその所与の結果を辿る
行為も含まれる。こうした初期段階は、韓国
と日本に共通の国家コーポラティズム期に
分類される。両国の国家コーポラティズムに
共通の特徴は、政治的枠組みのトップダウン
的、権威主義的体系による、強力な国家の社
会への浸透、とまとめられる。にもかかわら
ず、この国家コーポラティズム期において、
政治的譲歩の萌芽的兆候が見られた。そうし
た兆候は、以後の局面において、産業平和を
保護する組織として定着していくことにな
ったのである。前述のコーポラティズムの経
路を分ける重要局面は、本研究プロジェクト
における 2つの歴史的出来事に対応している。
1 つは労働関係の民主的改革であり、もう 1
つは経済危機である。これら 2 つは、ある特
定の政治的選択肢を選び、その他複数の選択
肢を否定するプロセスをもたらすこととな
り、産業平和の経路における質的移行につな
がった―経路依存あるいは経路形成という
選択肢である。

(2)コーポラティストガバナンスの横断的関
係：横断的側面(transversal dimensions)

韓国と日本の経路依存性の分岐点を検討す
るための分析的枠組みの 2 つ目の要素は、あ
る程度の安定性や相互協力を生み出す政治
的譲歩を選択する際に、誰がイニシアチブを
取るのか決定する労働関係の政治学におけ
るコーポラティスト主体の権力構造をベー
スにしたものである。コーポラティスト主体
の相互依存性の規模や密度は、所与の社会的
および歴史的状況がどのような構造を持つ
かによって決定される権力関係に左右され
る。コーポラティズムの経路を特定する上で
の重要な決定因子のひとつに、どの主体が他
に勝る力を持ち、勢力の均衡をコントロール
して収穫逓増に関連する政治的選択を決定
するのか、という点がある。 このような横



断的関係は次の 2 つの横断的側面からなる。
（1）コーポラティストガバナンスのセクタ
ー間の関係（政府、雇用者、労働者）および
（2）コーポラティスト調整における 3 つの
異なるレベル（ミクロ／マクロ／メソコーポ
ラティズム）。

４．研究成果

(1)韓国および日本のコーポラティズムは、
国家コーポラティズムから始まった。近代国
家構築期（戦前の日本および韓国における開
発独裁政府）では、労使関係に対する国家の
優位性から、経済的、政治的譲歩の度合いは
低かった。しかし、国家コーポラティズムは、
組織化された利益集団が重要な局面で自ら
に有利なように権力構造を再編しようと試
みる場合には、その経路を変える力を本質的
に内包している。

(2)収穫逓増が職場レベルの経済的譲歩―年
功序列型賃金体系、終身雇用、企業年金―に
根ざすものであるとすれば、日本の国家コー
ポラティズムがミクロコーポラティズムへ
と変容する可能性は高い。なぜなら、経済的
譲歩に対する好意的な反応が、コーポラティ
ズムの経路依存シーケンスを促進するため
である。

(3)収穫逓増が国家レベルの政治的譲歩―労
働者による労働政策策定プロセスへの参加
など―により生み出されることがしばしば
あるということであれば、韓国の国家コーポ
ラティズムは 1987年の民主化への移行以降、
マクロコーポラティズムへとシフトしやす
い。しかし、マクロコーポラティズムは、政
治的譲歩が一貫性のない反応や関連する経
路形成シーケンスを生み出す可能性がある
という意味で、産業平和を常に不安定な状態
に置くことになる。

(4)最後に、韓国でいえば 1997 年金融危機、
日本でいえば 1980 年代終盤のバブル崩壊に
より両国が経験した経済危機が、外的経済力
に対する高い脆弱性をもたらした。これによ
り、両国は、「メソコーポラティズム」へと
収束するコーポラティストガバナンス構造
の修正を迫られた。メソコーポラティズムに
おいては、コーポラティスト調整は企業、産
業、国家といった複数のレベルで設定される。
しかし、マクロコーポラティストモードの労
使関係と比較した場合、ミクロコーポラティ
ズムを基盤とした産業平和が、メソコーポラ
ティズムへと変容していくことは少なく、そ
のスピードも遅い。
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